
桑原区・奴田場区 高齢者移動支援事業

デマンドタクシーの運行状況について

函南町厚生部福祉課

令和６年11月１日
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◆桑原区・奴田場区デマンド型乗合タクシー実証運行

１【概要】

函南町では、交通空白地域の高齢者（６５歳以上）を対象とした移動支援の方法の１つとして、デマンドタクシーの導
入を目指しています。

これまでの経緯として、交通空白地である桑原区・奴田場区それぞれから、交通結節点である函南駅を運行区間とし、
令和３年１２月から令和４年２月までの３か月間に試験運行を実施したのち、令和４年１０月から実証運行を開始し、
休止期間をはさみながら、令和6年度は、４月から１年間の期間で実施予定です。

この事業は、交通空白地域の高齢者に、デマンドタクシーと公共交通であるバス、電車を上手に利用し、社会参加の機
会を増やしていただくことにより、健康長寿に寄与することを目的としています。また、自動車運転免許証を返納した高
齢者や、日頃、通院や買い物に困っている高齢者の生活支援も併せて目的としています。

実証運行により、多くの高齢者に利用していただける結果が得られましたら、本格運行に向けた事業の実施を検討して
いきます。
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２【これまでの経緯】

平成29年度の桑原区・奴田場区における「地域の支えあい勉強会」にて、住民から高齢者の移動支援が地域課題とし
て抽出されたことをきっかけに、地域住民との話しあいを重ねながら、桑原区では「くわ里号」、奴田場区では「ぬたタ
ク」のデマンド型乗合タクシーの実証運行を実施しています。

資料３



- ２ -

令和6年4月１日から令和7年3月31日の期間で実証運行事業を継続実施することが承認され、実施しています。

〇令和６年４月２０日（土）
桑原区において利用促進を目的とした懇親会を開催。継続希望についての意見聴取とグループワークにてデマンドタ
クシーを使用した外出のシミュレーションを行った。

〇令和６年５月１８日（土）
奴田場区において利用促進を目的とした懇親会を開催。継続希望についての意見聴取とグループワークにてデマンド
タクシーを使用した外出のシミュレーションを行った。

○令和６年６月２６日（水）
デマンドタクシーを利用して沼津港周辺を散策するお出かけツアーを実施。

桑原区の会員9名が参加。奴田場区の会員5名が参加。
〇令和６年７月１８日（木）

令和６年度第１回函南町地域公共交通会議において、当年度における実証運行事業の利用状況を途中経過と利用促進
に向けた案、実証運行の延期について協議を行った。

〇令和６年8月25 日（日）
桑原区において利用促進と実証期間の延長、継続および本格運行に向けた意見聴取を行った。

〇令和６年１０月６ 日（日）
奴田場区において利用促進と実証期間の延長、継続および本格運行に向けた意見聴取を行った。

函南町厚生部福祉課

資料３



① 目的

函南町地域公共交通網形成計画に基づき、
公共空白地である桑原区・奴田場区にお
ける高齢者移動支援（デマンド型乗合タ
クシー）の導入の参考とするため、実証
運行を実施し、当該地域における本格運
行の検討を行う。

② 利用対象者
対象地区にお住いの６５歳以上の方
※対象者の付添の方

③ 実施期間
令和6年４月１日から
令和7年３月３１日まで

④ 運行地区 桑原区及び奴田場区

⑤ 乗降場所
利用者自宅
函南駅及び山口医院
※停留所の設置はしない

⑥ 運行日 月・火・水・木・金・土・日・祝休日

⑦ 運行時刻 行き：10便/日 帰り：10便/日

⑧ 運行事業者 函南タクシー株式会社

⑨ 根拠法令 道路運送法第２１条

⑩ 車両 セダン型タクシー※利用可能人数：４人

⑪ 運賃
利用者一律３００円
※乗合の場合は１人一律２００円
※付添者一律３００円

⑫ 乗合割引 １乗車２名以上の場合１人１００円割引

⑬ 予約方法

会員登録を行い、タクシー会社の専用
電話に連絡し、予約を行う。
※会員登録は、申請書を福祉課へ提出
※行きの予約は利用便の１時間前までに
連絡。帰りは３０分前までに連絡。
※１便のみ前日２１時までに連絡。
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５【運行内容】

３【関係機関】

○函南町厚生部福祉課 ○函南町社会福祉協議会 ○商業組合静岡県タクシー協会 沼津・三島支部

４【予算】

○高齢者移動支援乗合サービス検証業務委託料 198千円（介護保険料を充当）
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６【数値目標】

実証運行の実施にあたり、以下のとおり数値目標を設定している。

乗合率 収支率 会員登録割合

桑原区 1.3 30 ％ 40 ％

奴田場区 1.3 30 ％ 50 ％
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７【実証運行利用実績】

令和６年４月から９月分までの桑原区・奴田場区高齢者移動支援事業（デマンドタクシー）実証運行の利用実績は以下
の表のとおり。

桑原区「くわ里号」利用実績（Ｒ６.４.１～Ｒ６.９.３０）
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奴田場区「ぬたタク」利用実績（Ｒ６.４.１～Ｒ６.９.３０）
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８【実証運行便別輸送実績】

令和６年４月から１２月末の度桑原区・奴田場区高齢者移動支援事業（デマンドタクシー）実証運行の便別輸送実績は
以下の表のとおり。

「くわ里号」個別輸送実績
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「ぬたタク」個別輸送実績
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９【協議事項】

・ 運行ダイヤを大場・函南デマンドタクシーの運行ダイヤと合わせたい。

・「くわ里号」においては、桑原公民館を乗降場所として追加したい。

・ 今年度中の変更申請により、残りの5か月分を含め、継続した実証運行を実施したい。

・ 今回の変更事項を適応した実証運行を実施し、検証を行い、実証運行終了後は来年度の
途中で４条における本格運行としたい。

・ 本格運行へ向けた条件案については、今後地域住民と検討し、次回の地域公共交通会議
に諮りたい。

検討していること
・対象者は対象地区居住の65歳以上の高齢者とする

・運行経費の1/3を運賃収入+区負担とする
・引き続き対象地区住民の意向確認や要望を聴取し反映できるように努める

・利用者不在が継続する場合や移動支援について検討が必要な場合等は対象地区住民の意見聴取および
地域公共交通会議にて協議を行う
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・乗降場所に桑原公民館を追加す
ることで、集いの場となる

・運行ダイヤを大場・函南デマンド
タクシーの運行ダイヤと合わせる
ことで、自宅から函南駅、大場駅
間の移動が容易になり、外出しや
すくなる

・目的地の選択肢が広がる
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